
チョイソコとよあけ運行業務基本仕様書 

 

 

本仕様書は、豊明市（以下「甲」という。）とアイシン精機株式会社（以下

「乙」という。）が協働で実施するデマンド型乗り合い送迎サービス（以下

「チョイソコとよあけ」という。）の運行業務について必要な基本的な事項を

定めるものである。 

 

１ 業務の名称 

チョイソコとよあけ運行業務（以下「本業務」という。） 

 

２ 業務の目的 

本業務は、公共交通不便地域の住民の生活に必要な移動手段の確保と、高

齢者（６５歳以上）等の外出支援を目的とする。 

 

３ 契約期間 

  契約締結の日から令和５年３月３１日までとする。 

  ※運行期間は令和２年１０月１日から令和５年３月３１日まで 

 

４ 運行形態及び事業者等 

本業務は、道路運送法第４条に定める一般乗合旅客自動車運送事業の許可

を受けて実施する業務であるが、現に一般乗用旅客自動車運送事業の許可を

受けている者であって、令和２年１０月１日から一般乗合旅客自動車運送事

業の許可を受けて実施できるまでの間、道路運送法第２１条に定める一般乗

用旅客自動車運送事業の乗合許可による実施によることを妨げない。ただ

し、この場合、令和３年４月１日からは一般乗合旅客自動車運送事業の許可

を受けて実施する予定となることから、同許可による実施は令和３年３月３

１日までを上限とする。なお、いずれの許可申請書等に要する経費は、受託

者が負担するものとする。 

 

５ 業務の内容 

 （１）運行内容 

  ①運行方式 

利用者から事前に予約申込（以下「予約」という。）があった場合に運行

するデマンド型の区域運行方式とする。 



  ②運行区域 

   次に定める交通不便地域及び公共施設、墓地・公園、事業者停留所（※

停留所の設置場所は変更する場合がある。）を運行区域とする。 

沓掛エリア ・東沓掛区全域 

（若王子、薮田、上高根、下高根、小所、 

中川及び切山台町内会） 

・西沓掛区全域 

（山新田、山田、徳田、本郷、宿、寺内、 

 荒井、ひかり台団地及び大同町内会） 

仙人塚・間米エリア ・前後区の一部 

（前後ニュータウン及び前後北町内会） 

・西区全域 

（仙人塚東、仙人塚西、競馬場東、前後西 

 及び敷田町内会） 

・間米区全域 

（間米、鶴根、西鶴根及び榎山町内会） 

  ③運行期間及び運行日数 

   運行期間は、令和２年１０月１日から令和５年３月３１日までの月曜日

から金曜日とする。ただし、１２月２９日から１月３日まで及び国民の

祝日に関する法律に規定する祝日は運休とする。 

   （運行予定日数：606 日） 

R2.10 月 11 月 12 月 R3.1 月 2 月 3 月 

22 日 19 日 20 日 19 日 18 日 23 日 

R3.4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

21 日 18 日 22 日 21 日 21 日 20 日 

10 月 11 月 12 月 R4.1 月 2 月 3 月 

20 日 20 日 20 日 19 日 18 日 22 日 

R4.4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

20 日 19 日 22 日 20 日 22 日 20 日 

10 月 11 月 12 月 R5.1 月 2 月 3 月 

20 日 20 日 20 日 19 日 19 日 22 日 

   ④運行時間 

    午前９時から午後４時までに乗車した利用者を降車させるまでとす

る。なお、乗務員の休憩については、労働基準法及び旅客自動車運送

事業運輸規則等に基づき、労働時間等に係る基準を順守すること。こ

の際、本業務の運行に支障が出ないように乙と調整するものとする。 



⑤運行経路、停留所、運行便数及び運行ダイヤ 

    運行経路、停留所、運行便数及び運行ダイヤ（以下「運行経路等」と

いう。）は、乙のシステムにより指示された運行経路等とし、予約が

あった停留所間を運行する。 

   ⑥利用対象者 

    利用対象者は、乙において、利用会員登録をした者とする。なお、受

託者は緊急時等必要がある場合には、乙より利用会員の必要最低限の

登録情報の貸与を受けるものとする。 

 

 （２）車両の仕様 

   ①使用車両 

    本業務で使用する車両は、甲が所有する特定大型車（乗車定員 8 名）

の２台とする。 

   ②予備車両 

    車両の定期点検及び事故・故障時等に備えるため、予備車両を用意

し、対応すること。なお、本業務で使用する予備車両は、受託者が他

の一般旅客自動車運送事業で使用している車両と併用することも可と

する。ただし、予備車両として使用する車両には、本業務で使用して

いることをわかりやすく表示すること。 

   ③自動車保険への加入 

    本業務に使用する車両は、不測の事態に対応するため、利用者及び運

行車両に係る自動車保険に加入すること。なお、加入手続き及び保険

料の支払いは受託者が行うものとする。また、保険契約締結後（既契

約を含む）は、速やかに保険契約証書の写しを甲に提出すること。 

   ④電子決済システム 

    電子決済システム（交通系ＩＣカード・クレジットカード・ＱＲコー

ド決済等）が利用可能な状態にすること。 

 

 （３）運賃の徴収 

   ①運賃の徴収 

    運賃は、一乗車につき一人２００円とし、利用者が乗車する際に乗務

員が現金又は交通系ＩＣカード、その他これに類する方法で徴収する

ものとする。なお、乗り継ぎをした場合は二乗車とし、４００円の運

賃とする。 

   ②運賃の管理 

    運賃は、受託者の通常営業の運賃とは別に適正に管理すること。な



お、徴収した運賃は毎日集計を行い、金額をまとめて日報を作成する

こと。また、集計の結果、運賃に不足が生じた場合は、受託者が負担

すること。 
 

（４）予約の受付 

利用者からの予約受付及び配車指示は、乙が行うものとし、その指示

の下、車両の手配等、運行管理を行うこと。 
 

 （５）乗務員の選任等 

   ①乗務員は、心身ともに健康な者とする。 

   ②法令を遵守し交通安全に万全を期すとともに、利用者に対して誠意を

もって対応すること。 

   ③利用者の乗降の際は、常に安全に注意し、適宜適切な誘導を行うこ

と。 

   ④運行区域に狭隘道路を含むことから、運行区域を熟知しておくこと。 

   ⑤利用者に対しての挨拶や言葉遣いに注意し、不快感を与えないこと。 

   ⑥乗務員は、本業務に従事している間は常に身分証明書を携帯若しくは

掲示すること。 

   ⑦受託者は、運行開始前及び定期的に乗務員の研修及び訓練を行うこ

と。 
 

 （６）業務責任者の任命 

本業務を実施するにあたり、業務責任者を定め、本業務に関する代表

者として連絡体制を整備し、緊急の連絡、情報伝達が円滑に対応できる

ようにすること。 
 

 （７）車両の保管、整備・清掃の義務 

営業時間外の車両は、原則受託者の営業所に併設する車庫において保

管すること。また、使用する車両は、常に最良の状態を保持するため、

法定及び日常的な整備・点検を行うこと。清掃についても、常に清潔を

心掛け綺麗な状態にするとともに、感染症対策のために車内の手すり等

の定期的な消毒及び換気を行うこと。 
 

 （８）待機、休憩、交代場所 

本業務中の待機、休憩、交代場所は、原則公共施設、墓地・公園停留

所が設置されている敷地内で安全に待機、休憩、交代が可能な場所で行

うこと。 

 



  

（９）事故対応及び損害賠償 

   ①運行中の車両事故又は事故などの不測の事態が生じた場合、利用者の

安全確保を最優先して当該処理にあたり、直ちに甲及び乙に報告する

とともに、これにより運行を中止又は中断した場合は、予備車両又は

交代の乗務員を確保するなど、本業務に支障を来たすことのないよう

努めるものとする。 

   ②天災や不測の事態等やむを得ない事情により、予定していた運行を中

止又は遅延する場合は、速やかに甲及び乙に報告すること。 

   ③本業務により利用者及び第三者に対して損害を与えた場合は、受託者

の責任・負担において一切を処理すること。 

 

 （10）苦情等の対応 

利用者等からの苦情、意見、質問等には、甲、乙及び受託者が連携し

誠意をもって対応すること。 

 

 （11）報告書の提出 

運賃を集計した日報を作成し、運行月の翌月１０日までに書面及び電

子データで甲及び乙に提出すること。 

    

 （12）利用促進の取組 

利用促進策の提案や、実現するための具体的な取り組みを行うものと

する。なお、受託者からの提案については、甲、乙及び受託者により協

議のうえ利用促進策を決定する。 

 

６ 運行負担金 

 （１）運行負担金の積算 

運行負担金は、本業務にかかる２台分の運行経費を次の表に基づき１

日あたりの運行経費として積算するものとする。 

  【運行経費に含める費用（２台分）】 

・乗務員の人件費 

・車両の掃除（車内外）、修繕、日常点検、法定点検（車検含む。）、 

保管費用 

・保険料（自賠責保険・任意保険） 

 ※任意保険は、対人・対物＝無制限、人身傷害・搭乗者＝2000 万円 

・その他運行管理にかかる経費 



【運行経費に含めない費用（２台分）】 

・燃料費（乙が貸与するガソリンカードを使用するものとする。） 

・運行指示用タブレットの通信費 

※運行指示用タブレット、タブレット用携帯バッテリ、充電ケーブ 

ル、車載器固定ホルダー、ドライブレコーダー、その他車載器関 

連は乙が貸与する。 

・スタッドレスタイヤの保管費用（ただし、タイヤの履き替えは受託

者が行うものとする。） 

 

 （２）運行負担金の支払い 

    運行負担金は、１日あたり運行経費に運行日数を乗じた額から運賃収

入を差し引いた額を毎月払いとし、運行月の翌月１０日までに乙に請求

するものとする。なお、適法の請求書を受理してから３０日以内に支払

うものとする。 

 

７ 業務の再委託の禁止 

  本業務の全部又は一部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。 

 

８ 秘密の保持 

本業務の履行に関して知り得た情報を他に利用、開示してはならない。ま

た、個人情報を含む貸与資料については、豊明市個人情報保護条例を遵守す

るものとし、データの秘密保持について万全の管理を行うものとする。 

 

９ その他 

本仕様書に定めのない事項及び疑義が生じた場合は、甲及び乙と受託者の

協議によって解決するものとする。 


